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   1) A case of giant prostatic calculus arised in a 63 years old male following lumbar 
vertebral fracture was  -reported. The calculus weighed 77 grams which was the 7 th. rank 
among the all reported cases in Japan. 




tusの報告 に より初めて報告 され,本 邦 では,
明治43年に折 茂が第1例 を報 告 して よ り昭和36
年 まで文献上172例 を数 えるが,巨 大前立腺結
石症 の報告 は非常 に少 い.前 立 腺結 石症は尿路
結石 中最 も少 く,臨 床的 には,比 較的稀な疾患
とされ て居 るが,最 近我 々は779に 達す る巨














つ た が,別 に治 療 は 行 な わず に放 置 して居 た。2～3
年 前 よ り尿稠 濁,腰 部痛,下 腹 部痛,頻 尿,残 尿 感 等
を 訴 え て,膀 胱 炎 と して治 療 を 受 け て居 た が最 近 排 尿
は 点 滴 状 で遷 延 性排 尿障 害 が 漸次 増 強 して 来 た.
血 尿,発 熱 な し.
現 症 二体 格 中等 大 栄養 中等 度,打 診及 び 聴 診 で胸 部
に 著 変 な く,腹 部 触 診 で肝 脾 を 触 れ な い.
局 所 所見=左 右 腎 は触 知 せ ず,尿 管 の走 行 部 に圧 痛
を 認 め な い.膀 胱 部 は軽 度 の圧 痛 を 認 め,直 腸 診 上前
立 腺 は 著 明 に増 大 し,表 面 は 平 滑 で 非常 に硬 く,結 石
様 硬 を呈 し鶏 卵 大 で圧 痛 は な い.
検 査 成 績=尿 所見 黄 裾 色,酸 性,瀾 濁 あ り,蛋 白
(±),糖(一),ウ ロ ビ リノ ーゲ ソ正 常.
沈 渣 赤 血 球2-3/1視 野,白 血 球(帯),上 皮5-
6/1視野,大 腸菌(+).
血 液 所見 赤血 球510×10d,白血 球6000,HbgO%
(ザー リー)
血 清 理 化 学 検査TP6.2,A/GO.76,NPN33,
UreaN18,AI-phos12units,ChEO.67,Na142,
K4.6,Ca4.4,C1110.
血 沈1時 間16mm,2時 間40mm・WaR(一),
血 圧168-1021nmHg,
肝 機 能 検 査CCFT(一),TTTlunit.
腎 機 能 検 査 水 試 験 は 施 行 出来 ず.PSP試 験 は
初 発15分,1時 間 値35%,2時 間 値20%計55%.

























































に腺葉腔に貯溜した レシチン,蛋 白体 よりなる







同時に存在するクエン酸 濃 度 が 高 い為 に,







石は厳格に区別 し得る如 く思われるが,臨 床的



























































59)等は前立腺結石 を 治 療 面 か らProstatic
calculosis及びCalculousdiseaseに分け,
前者 は臨床的には結石 に よる症 状は全 くな く,
偶 々前立腺肥大等 の診 断治療 に際 して発見 され
るもので,こ の結石 自体 は治療 の対 象にはな ら
ない.
後者 は,こ の前者Calculosisの状態が炎症
の併 発,結 石 の数,大 きさの増 大,位 置の変化
等 で排尿障害,血 尿等 を惹起 する様 にな る場 合
をPrimarycalculousdiseaseとし,前 立腺
捌除後 に二次 的に発生 する結 石を,Secondary
calculousdiseaseとして居 る.本 邦に於け る
前立腺結石症 の報 告は最大,名 和 田,大 田等 の
2729よ り,数 の上では篠 田等 の2555個と云
うような 症例 も 報告 され て 居 る.又 外 国では
Proustの報 告 した5759次 い でHey等 の
3469等が ある.
今 これを表 に示 す と,我 々の症例 は7番 目と
なるが,こ れ は本教 室 の症例 では林,道 中 例
我 々の症 例は,手 術 的所見 では,増 大せ る結
石の為 に前 立腺 自体 が圧迫 され,著 しく萎縮 し
て居 る様 なCalucu1usreplacementofthe
prostataを示 してお り,又 結石 は尿酸塩結石
で あり,他 の尿路 に於 ては,結 石 は発見 され な
かつたけれ ども,従 来 の分類法 か ら云 えば続発
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